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秋を迎える蝉はいない。すべての生き物には寿
命がある。
科学によって感染症や疾患を克服してきた私た
ちは，命には終わりがあるという事実から目を逸
らしてきたのかもしれない。限られた生を突き付
けられたとき，いまを生きることの重みにたじろ
ぎ，押しつぶされそうになる。終焉に向け機能が
落ちていく身体をもって，限られた時間をどう生
きればよいのか。そのヒントが，この本には詰
まっている。
本書は，理想の在宅医療を実現するために医
療・介護分野の多職種を対象として 2015 年から
開かれている「在宅医療カレッジ」講義のダイジェ
スト版である。三部から構成され，全部で 21 の
講義が紹介されている。
第Ⅰ部の認知症ケアの学びでは，高齢者の 4割
が認知症を発する状況において，認知症にどのよ
うに備え，ともに生きていけばよいのか，介護の
現場から，当事者の視点から，課題とさまざまな
取り組みが紹介されている。認知症をもっても，
生活を楽しむ道があることを再確認した。
第Ⅱ部の高齢者ケアの学びでは，ポリファーマ
シーの問題（必要以上の多剤が併用され薬害事象
につながっている問題），リハビリテーション，
栄養ケア，食支援，誤嚥性肺炎予防などの高齢者
在宅医療を取り巻くテーマについて，医療の専門
家らによる取り組みが紹介されている。
第Ⅲ部の地域共生社会の学びでは，豊かに生き

るためには，人々のつながりの中で生きる重要性
が説かれる。夕張の医療崩壊で起こった「病院が
なくても幸せに暮らせる」しくみの紹介や，人の
苦しみに向き合うことを得意としない私たちが，
向き合えるようになるための地域と医療の新しい
形が示されている。
全編を通して，当事者の視点が基調となってお

り，言葉をもった当事者の講義の中に，新しい地
平線が展開されてゆく。自分の先入観が打ち砕か
れる学びがいくつもあった。
本書では，最初に講義の中からキーとなるメッ

セージが示されるので，先を読む動機が湧き，
あっという間に読み進められた。さらに学びを深
めたい人のために，各巻末に講義者の著作や連絡
先などが示されている。
しかし，当然のことながら，この本にはすべて

の課題を解決するようなオールマイティな答えが
示されているわけではない。在宅医療は，つまる
ところ医療の話ではなく，当事者である私たち 1
人ひとりが「どのように暮らすのか」という選択に
帰すると，私は考える。死は，医療でなく日常な
のだ。そして，私の手の中にあってほしいと願う。
でも，そのためには多くの専門知識と技術をもっ
た人々の支えが必要だ。そして，その専門家らが
連携してこそ時代に相応しいものが生まれる。本
書を読み終えて，トンネルの向こうに光がみえて
きた気持ちになった。
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